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生活相談はいつでもどうぞ。法律相談は毎月第4金曜日13：30～15：00日本共産党鴻巣市委員会事務所　
法律相談の場合あらかじめ予約をお願いします。問い合わせは竹田えつ子、すわみつえ法律・生活相談

　鴻巣市では小中学校の児童生徒に１人１台
のパソコンを貸与し、４月から本格的にＩＣＴ
教育が始まりました。教育現場のＩＣＴ環境の
整備に反対するものではありません。パソコン
を使って知りたい情報を自ら探り、個々の子ど
もにあった学習をきちんと保障することは大切
です。現在、教員以外に、専門のＩＣＴ支援員
５人が２７校の小中学校を廻り児童生徒、そし
て教員に支援を行っています。

　さらに、GIGAスクールサポーター１名を9月
から３月まで配置するための補正予算が議案と
なりました。ＩＣＴ支援員が対応できない事態
に必要という説明です。7カ月間で754万7千円
の「業務委託」です。直接雇用をして教育現場
に出向いた方が市教委・学校との連携が取りや
すいと考えます。
　「業務委託」先が固定化される恐れもあるこ
とを指摘し、補正予算に反対をしました。

　菅政権は、国民には自粛と休業を求めても、
科学的知見に基づいたコロナ対策を何一つ
行ってきませんでした。ワクチン接種を早めろ
と大号令をかける一方で、６月下旬からはワク
チンの供給が足りないなど、国の混乱した対応
に怒りの声が上がっています。
　コロナ収束の目途が立たないどころか感染が
拡大しています。東京五輪が開催され、人流が
多くなることでさらに感染が広がることを多く

の方が懸念をしています。　
　日本共産党は、「コロナ封じ込め」を戦略目
標にすえ①ワクチンの安全・迅速な接種、大
規模検査、十分な補償と生活支援の３本柱で
対策を強化する②医療機関への減収補填、医
療体制への支援強化③東京五輪の中止を求め
ています。科学的知見に基づいた対応こそ必
要です。

　「東京オリンピック・パラリンピック開催の中
止を求める意見書」を、日本共産党・おりづる・
やさしい改革が提出者となり６月議会で審議し
ました。賛成（竹田えつ子・すわみつえ・菅野博
子・加藤久子各議員）少数で否決されました。
　五輪開催をすれば、海外から関係者が訪れ
ます。水際対策はすでに穴だらけであることも
明らかになっています。さらに感染力の強いデ
ルタ株などの感染拡大が懸念されています。ア
スリートも犠牲者が増えることを望んでいない
と思います。「命を守れ！コロナ収束に全力を！

東京五輪は中止を！」引き続き声を上げていき
ましょう！

　2021年度の保育所入所申し込みは、62名が
保留で、その内、待機児童が３名となっていま
す。「保育園落ちた」のツイッターで待機児童
が大きくクローズアップされ、安倍政権時代に、
園庭はなくてもよい等、様々な設備面での規制
緩和を行いました。結果、３歳までの小規模保
育施設の急増です。
　現在、鴻巣市では公立保育所８園、民間保
育園８園の他に12園の小規模保育園がありま

す。6月議会の条例改定はこの小規模保育園の
保育士配置の緩和です。子育て支援員研修修
了者・幼稚園教諭や小学校教諭などの資格が
あれば保育ができるというものです。保育の公
定価格の見直しを行い正規の保育士を基本に
運営ができるようにすることが、何よりも保育
の安心・安全につながるものです。
　保育の後退となる条例改定に反対をしました。
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★政務活動費で議会報告を作成しています。

　 6月16日教育委員会から、埼玉スーパーアリー
ナで行われるバスケットボールの観戦（7月27
日、中学生200人）を中止したことが報告されま
した。
　日本共産党は、子ども達の五輪観戦中止を求
めており、教育委員会の対応を評価しました。　鴻創会などから「２０５０年のカーボンニュートラルの実現を推進する意見書」が出されま

した。日本共産党は、「原発ゼロ」の明記がないこと、「火力発電」について、廃止の期限を定めな
い取り組みで、２０５０年の目標が達成できるか疑問であることを指摘し反対しました。

新型コロナ収束に全力を！
迅速・安全なワクチン接種と大規模な検査を

命が大事！「東京五輪は中止を！」

「原発ゼロ」「火力発電廃止」の明記がない
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中学生のオリンピック観戦は中止に
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　生理の貧困対策として、小中学校の女子トイレ
などに生理用品を常備し必要な人がいつでも使え
るようにすることを求めました。
　教育委員会は、これまでどおり、保健室で必要
な児童生徒に直接手渡により、健康状態や家庭環
境等を日頃から把握し、課題等の早期解決へとつ
なげていくと繰り返し答弁し、トイレに常備するこ
とには消極的でした。

　「鴻巣駅をよくする会」では「東口にエレベータ―
の設置を・・・」と毎週署名活動に取り組み、約
3000筆近くの署名が寄せられています。駅利用者
の声を届けて質問しました。　　
　市は、人に優しい街づくりを推進するうえで優先し
て取り組む必要があるとの認識を示しましたが、３月
にＪＲと協議を行ったところ、新型コロナの影響で約
5000億円の赤字が出ており JRは当面の間新規の
設備投資が非常に難しいとしていると答えました。
　ＪRには約２.９兆円近くの内部留保があることを指
摘。市は、引き続きJRと協議していくとしました。
　エレベーター設置実現の為にこれからも頑張って
いきます。

　地球温暖化を止めることは待ったなしの課題で
す。「ゼロカーボンシティ宣言」を行うことを求め
て質問をしました。
　市は、「宣言」に向けて、具体的スケジュールを
検討していくと答弁しました。議会最終日に、今
年度中に「宣言」を行う為に７.２万円（環境審議会
開催）が予算化されました。　

　ごみ分別の徹底は市民の協力が必要であり、
分別が進めば、リサイクルへの方向に進みます。
新たなごみ処理施設を造るにあたり、安養寺・郷
地の地元だけでなく市民から意見を聞く考えがあ
るか質しました。
　市はある程度事業の方向が決まってから公表
していくとの対応でした。引き続き市民の声を聞
くことを求めていきます。

　他に鴻巣駅東口駅通り地区再開発事業での公
金支出について質問しました。

　「遅くまで職員が残っているようだけど」「窓口
が混み合っていて待つことがある」など、市民の
皆さんから市職員の働き方や住民サービスの在
り方を心配する声があります。

　市長は施政方針で「行政は最大のサービス業」
と明言しています。住民サービスの充実は、職員
の心身の健康があってこそです。
　6月議会一般質問では、職員の年休取得・時間
外勤務の実態、病休・休職の実態、パワハラ・セ
クハラの相談機関を質問の柱としました。
　年次休暇を取らない（取れない？）職場と時間
外勤務の多い職場は、マイナンバーカード交付
や小中学校適正配置の業務を扱う職場で共通し
ていました。

　ハラスメントへの対応では、パワハラの相談
は職員課が、セクハラの相談は女性を中心とし
た９名が相談機関となっています。昨年度の相
談はゼロ件でした。厚生労働省が実施したアン
ケート調査では、３割の方が「相談しない」２割
の方が「同僚に相談」となっています。内部機関
では「相談しにくい」のではと質しました。
　外部機関の相談室なども案内しているとの答
弁でした。

　病休取得者の急増、休職者の９割の方がメン
タルヘルスが原因となっていることなどの実態
があります。職員の心身の健康に市はもっと留
意すべきと思います。　
　業務量に見合った職員体制を、引き続き求め
ていきます。

竹田えつ子議員 すわみつえ議員

本当がわかる
明日が見える

●日刊紙／月3,497円
●日曜版／月930円

新型コロナ、政治、社会保障、経済、
…「本当のことが知りたい」
その思いにこたえる新聞です。
暮らしに役立つ情報も満載です。
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ぶん赤旗

市民の声を生かした
新ごみ処理施設を

「ゼロカーボンシティ宣言」を
生理の貧困対策として小中学校の
女子トイレなどに生理用品を常備すること

「鴻巣駅東口にエレベーター設置を」

住民サービスの充実に向け
職員体制の適正化を

質問　一人暮らしでも介助なく入浴できる方へ
の「浴室清掃はヘルパーがしてはならない」とい
う鴻巣市独自のローカルルールがあると聞いて
いるが。
答弁　独自の取り決めはありません。ケアプラン
に理由等の記載は必要です。
質問　本年８月１３日締め切りで埼玉県が特養
ホームの公募をしている。前回のように白紙撤回
が起きないよう、当市の意見書は庁内の協議を
行って提出すべき。
答弁　事業者から相談を受けた際には、まずは
庁内で協議を行い意見書を提出します。

　昨年度は6名の児童を8人乗りの公用車で登校
支援を教育委員会職員が行ってきましたが、今
年度は16名の児童を業務委託された業者がバス
で行っています。保護者から、「安全のために補助
員をつけてほしい」と要望が寄せられていまし
た。「スクールバス」としての運用ではないため
個々の要望には対応しないとの答弁でした。
　来年から「スクールバス」として本格稼働とな
ります。引き続き「安全運行」を求めていきます。

介護保険の申請と利用は
分かり易くしてほしい

笠原地区から鴻巣中央小学校に
通学する児童の安全は

　
　 地球環境にも人にもやさしい鴻巣市に

２０１６年度　５人（４人）
２０１７年度　３人（２人）
２０１８年度　２人（１人）
２０１９年度　５人（４人）
２０２０年度　１２人（１１人）

２０１６年度　１４人
２０１７年度　１５人
２０１８年度　１０人
２０１９年度　１４人
２０２０年度　３０人

《各年度で新たに休職した人数》 《30日以上の病気休暇取得人数》

（　）内人数は精神疾患　注：休職者とは90日以上の病休を取った者

駅利用者の声を届け質問

時間外の勤務の実態は

パワハラ・セクハラの相談は

病休・休職の実態は


